
大阪市立大学
理  学  部
広報委員会
〒558-8585

大阪市住吉区杉本3-3-138
TEL.06-6605-2501
FAX.06-6605-3649

http://www.sci.osaka-cu.ac.jp/

メタセコイア
　天に向かってまっすぐ伸びるメタセコイア。
約100万年前に気候変動により絶滅したと
考えられていた。本理学部故三木茂博士が、
植物遺体（化石）から常緑樹ではなく落葉樹
であると見抜き、メタセコイアと命名。その
後、生きているメタセコイアが中国四川省で
発見されてアメリカに渡り、1950年にアメ
リカより、本学が事務局となっていたメタセ
コイア保存会に苗木百本が贈られた。その
内1本が理学部附属植物園に植えられた。
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理学部・理学 研究科
それは真理の 探究に心躍る者が集うところ
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研究科紹介ビデオ
https://www.youtube.com/watch?v=KV3MRYh9eqM 研究科紹介ビデオ QRコード

大 阪 市 立 大 学 大 学 院
理学研究科長・理学部長

 中 沢 　 浩

自然が織りなす現象には、一見不思議に思えること、ある

いは複雑に見えることが多 あ々ります。しかしそこには筋の通っ

た法則、そして理論があります。そのカラクリが分かったとき、

人は感動し、英知が蓄積され、そして人類は進歩します。自

然の中から真理を見抜いていく学問、それが「理学」です。

研究を通して自然の摂理の一旦が垣間見えたときは、人の心

は躍ります。この感動が次の研究の原動力となり、また新た

な真理を見つけ、自然科学が発展していきます。その知的連

鎖が科学技術の発展を促し、社会に大きく貢献することにな

り、今の私たちの生活が成り立っています。理学なくして今の

私たちの快適な暮らしは成り立たないのです。

◆大阪市立大学理学部・理学研究科とは
私たちの理学部は、数学、物理学、化学、生物学、地球

学の広い分野をカバーし、自然の摂理を理解することを目指し

ています。組織としては上記 5 つの学問を探究する 5 学科、

それと日本最大規模の附属植物園から構成されています。ま

た、大学院理学研究科には、これらの学科を有機的に融合

した数物系、物質分子系、生物地球系の 3 専攻と、21 世紀 

COE を機に設立された数学研究所があります。私たちの理

学研究科は、全国的にも早くから博士課程を設置した大学院

の一つであり、理学の全分野をカバーした我が国有数の教育・

研究拠点となっています。ミクロの世界から宇宙に至る幅広

い分野において、平成 20 年の南部陽一郎本学名誉教授の

ノーベル物理学賞受賞に象徴されるような、世界をリードす

る高いレベルの研究が行われています。また、広い視野と高

い研究能力を持ち、最先端の科学や科学技術の推進に寄与

できる人材を多数輩出しています。

◆大阪市立大学理学部・理学研究科で学ぶ皆さんへ
自然界はなかなかその全体像を見せてはくれません。しか

し、心を研ぎ澄まし、自然から送られてくる小さなサインを受

け止め、英知を結集すれば、真理の一端が見えてきます。そ

して自然との対話ができれば心が躍ります。私たちの理学部・

理学研究科では、自然の摂理を解き明かす術を一緒に考え、

そして皆さんが自然との対話ができたときに感動が得られるよ

う最大限のサポートをしています。

◆大阪市立大学理学部・理学研究科の人づくり
今までに人類が手にした知見は、ほんの一握りにすぎませ

ん。これらのピースを組み合わせ、足りないピースを補いなが

ら全体像を描いていくには、先人が築いてきた知識の修得に

加えて、新しい研究分野を開拓していく創造力とチャレンジ精

神が必要となります。それには分野を超えた研究と情報交換

が大切となります。私たちは理系分野の全体を俯瞰的に見渡

せる人材を育てたいと思っています。また世界で活躍できる人

材を育てたいと願っています。そのために理学部・理学研究

科では、規模が比較的小さく機動性に富むという特徴を生か

し、また学生数／教員数の比が他大学に比べて著しく小さい

という特徴を生かして、学生一人一人にきめ細かな指導を行っ

ています。例えばグローバル化を念頭に、毎年 100 名程度の

学生を実験、調査、あるいは学会発表のために海外に派遣し

ています。また、多様になる進路・就職先に対するキャリア

支援を行っています。国際的な視野をもち、社会に貢献でき

る人材を育成するために教員・職員は努力を惜しまず、皆さ

んに高い教育レベルと素晴らしい研究環境を提供していきま

す。

◆大阪市立大学理学部・理学研究科のこれから
経済の不安定化、少子高齢化、グローバル化など社会は

大きな変化を迎えており、それらに対して適切な対応が求め

られています。高等教育も大きな改革のうねりの中にあり、

現在、大阪市立大学と大阪府立大学との統合が現実味を帯

びて議論されてきています。このような状況下においても、

私たち理学部・理学研究科は教育・研究の本質である真理

の探究をぶれることなく遂行していきます。平成 26 年度末に

理学系新学舎が完成し、一新された環境の下で、世界をリー

ドする重点部局として教育・研究に取り組んでいます。地域で、

日本で、そして世界で活躍し、その活力を社会に還元するこ

とを望んでいる皆さん、大阪市立大学理学部・理学研究科で

私たちと共に真理の探究に心を躍らせ、感動を得て、そして

学問を発展させていきましょう。

大阪市立大学大学院理学研究科・理学部では、2016年
夏から2017年夏までに数々の心躍るニュースがありまし
た。研究関係では、本研究科教員が引用回数が非常に高い
論文を発表したことが認められ、3年連続でHighly Cited 
Researcherに選出されました。また錯体化学会賞、電子ス
ピンサイエンス賞、日本結晶学会西川賞を受賞した教員、
ならびに日本学術振興会から審査委員表彰を受けられた
教員、ならびに基盤研究Sなどの大型研究資金を獲得した
教員も輩出しました。教育関係では、日本化学工業協会に
提出した大学院生支援プロジェクトが「化学人材育成プロ
グラム」に採択されました。また学生の英語ならびに日本語
の能力を一層向上させる目的で、「科学英語」を大学院に、
また「基礎文章力向上セミナー」を学部に新設し、学生の語
学力アップに尽力しています。高大接続関連では全国規模
の「高校化学グランドコンテスト」（2016年に本学で開催）
や「数学や理科の好きな高校生のための市大授業」など多
くのイベントを開催しました。またSSH校をはじめ多くの高
校で研究・運営指導ならびに出張講義を行いました。その
他としては、2008年にノーベル物理学賞を受賞した本学
特別名誉教授の南部陽一郎先生の研究である「対称性の
自発的破れ」を身近に感じてもらうために、本学部建物ロ
ビーにその概念を具現化したオブジェ「磁石のテーブル」を
設置し、訪問者に公開しました。2017年6月には秋篠宮殿
下が理学部附属植物園ならびに理学部学舎をご訪問さ
れ、研究についてご歓談されました。この1年間の教育・研
究の成果やトピックスを本冊子に掲載しましたのでご覧く
ださい。今後とも世界で活躍する人材の輩出、ならびに世界
をリードする研究を推進していく所存ですので、理学研究
科・理学部の一層のご支援をよろしくお願い申し上げます。
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　数学は他の自然科学と深く関わりながら発展し、社会科学
にも 多く貢 献 を 果 たして きました。そして いまま た、
“Computer age” といわれる現代社会において、数学の持つ
役割はますます大きなものとなっています。今日まで、数学
の発展に寄与してきた多くの数学者は、数学の真理性、整合
性に美意識を抱いており、その美意識が、新しい数学を創造
する原動力となってきました。
　学生一人当りの教員数が多いことが、大阪市立大学理学部
数学教室の特徴です。本学の数学教室に入学されると、多く
の教員と親しく接することができ、学問的な雰囲気を感じな
がら自然に現代数学の最先端に触れることができます。

代　　数　四則演算は数がもつ重要な基本性質のひとつ。本グ
ループは、数の集合だけでなく演算をもつ様々な集合
の代数構造（群・環・体など）について探究します。

幾　　何　高校までのユークリッド幾何学以外に、トポロジーと
よばれる “やわらかい” 幾何学や微分幾何学、最近の
結び目を対象とした “位置の幾何学” など、多彩な研
究を行っています。

解　　析　解析学は変化する量一般を扱う数学といえます。
　　　　　厳密に定義された極限の概念を基礎にして、微分・積

分などの道具を用いて、微分方程式、複素関数、確率
及び統計などを研究しています。

素　粒　子　論 ミクロの世界の基本法則と宇宙論の理論的研究
原　子　核　理　論 原子核反応理論、不安定核の構造、クォーク模型
宇 　 宙 　 物 　 理 相対性理論を用いた宇宙の研究、宇宙プラズマなどの理論的研究
数　理　物　理 弦理論、場の量子論
宇　宙　線　物　理 宇宙粒子線の発生源・加速機構、粒子線天文学
高エネルギー物理 粒子加速器による素粒子反応・生成の研究
宇宙・素粒子実験 素粒子実験物理、宇宙線観測
重力波実験物理 重力波の観測、天体および宇宙物理
超  低  温  物  理 絶対零度近くで見られる超伝導や超流動等の現象
光  物  性  物  理 レーザーを用いた半導体中の電子の振る舞いの研究
生体・構造物性 光合成や生体関連物質の物性
素　励　起　物　理 多粒子系、凝縮系の基本的性質の理論的研究
レーザー量子物理学 冷却原子気体の示す超流動等の巨視的量子現象
電 子 相 関 物 理 固体電子系の量子物性、多体効果の理論的研究

Faculty of Science Faculty of Science

新しい数学を創造する喜びと
現代数学の最先端がここにある。

　本学科を目指す君たちが学ぶ物理学とは、どのような学問なのでしょうか。それは
ニュートンの力学法則のように自然に潜む基本法則を追求し、それを別の現象にも適
応できるかを検討し、その法則では説明できない現象を発見する・・・。つまり物理
学とは、古い法則を包み込む形で新しい法則が発見され、それが様々な現象に試され、
そしてまた新しい法則が・・・。これを繰り返すことで段階を 1 段ずつ高め、進歩して
きた学問なのです。物理学は、私たちの自然に対する認識を深く豊かに掘り下げてい
くものであると同時に、産業発展の原動力にもなっています。そして、その産物である
精密で高度な実験手段が、物理の発展に大きな力を与えています。その結果、私たち
の周囲には見ることのできない「自然」をも作りだし、自然の認識を一層深めてきました。
こうした物理学発展の流れの中で、本学の研究室においても多方面にわたる研究が、
逞しく進められています。
　君たちも本学科に入学し、学ぶうちに興味ある研究テーマが次 と々生まれてくること
でしょう。

森羅万象を正しく理解する視点、
それは物理学にはじまる。

Department of Mathematics Department of Physics数学科 物理学科

数学科の各研究グループ 物理学科の各研究分野

冷却原子生成装置。ガラスセルに６方向からレー
ザー光を照射することで、セル内のカリウム原子を
減速し、結果として原子気体の温度を絶対温度で
0.0001K程度にまで冷却することができる。

「セミナー風景」先生に気軽に質問

高精度の空間分解能を持つ超解像度顕微鏡。ビーム形
状を加工した波長の異なる二つのレーザー光を用意し、 
それを同軸で試料に照射し画像を得る。通常の光学顕
微鏡よりも10倍以上の空間分解能を実現。

ニュートリノ振動（ある種類のニュートリノが別の種類
に変化する現象）を探る実験に用いる大型検出器。高エ
ネルギー粒子加速器で生成したニュートリノによる反応
を観測し、ニュートリノの種類の判別とエネルギーの測
定を行う。

「雑誌室にて」最新の情報をここでキャッチ

卒業研究発表会

■ボロミアン環
3 つの輪が絡みあっているのにどの 2 つの輪も絡みあっていない
不思議な環（リング）。イタリア・ルネッサンス期のボロメオ家の
紋章に使われたことにちなんで、この名前でよばれている。日本
でも「三つ輪違い紋」という家紋や、奈良県桜井市の大神（おおみわ）
神社（三輪神社ともよばれている）の紋章にこの図形が見られる。
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　化学は今ルネッサンス期にあり、変革と躍進の時代を迎えて
います。分子の性質の深い理解を通して、自然界にはない新し
い機能を持つ分子を設計し、創造することが可能になってきま
した。有機磁性体の創出、分子（認識）センサーの開発、高度な
生体応答機能を持つ生理活性物質の合成はその一例です。生
命をつかさどる複雑な現象の解明も急速に進んでいます。
　本化学科では、少人数制によるきめ細かく質の高い教育が実
践され、先端機器が完備された研究・教育施設において、基礎
教育の段階からそれらを利用した実験カリキュラムが組まれて
いるなど、恵まれた教育環境が新入生を待っています。4年次に

　生物学は、急速な発展を遂げつつある、若い学問です。当学科の目標は、
教員と学生が一丸となって、生物学の‘発見’をなし遂げることです。その発見
への努力で培われる“問題を解決する力”は、生物学にとどまらず、あらゆる命
題を解決することのできる力として、それぞれの財産となります。本学科では、
生体分子を対象とした生化学・生物物理学などから、細胞や器官を対象とし
た分子生物学・細胞学・発生学・生理学、さらに、個体や個体群を対象とした
生態学・進化学までの幅広い分野で、最先端の研究をおこなっています。卒
業後は、大学院へ進学する場合が多いですが、会社、官庁、教育機関などに
就職することも可能です。業種では、食品・飲料、製薬・医療、化学業界、化粧
品・生活用品、情報処理、教育・出版などが主な行き先となっています。

スピン科学、分子磁性、分子性導体、振動分光学
電子や分子の量子機能の制御と分子デバイスの開発
X線結晶解析によるタンパク質の構造と機能
レーザーと分子の相互作用ならびに電子状態の理論的研究
高度生体応答分子の合成と合成方法論の開発
生物活性等の機能を示す有用分子の精密合成手法の開発
天然物及び機能物質の合成と合成方法論の研究
特異な物性をもつ有機化合物の開発
触媒的不斉合成反応の開発
機能性錯体およびクラスターの合成および生体分子との融合・高度機能化
超分子系の合成と機能化
新規遷移金属錯体の合成と触媒系への応用
光、顕微鏡、ナノ構造を駆使した未来志向の分析化学

量子機能物質学
分 子 物 理 化 学
構 造 生 物 化 学
光 物 理 化 学
分 子 変 換 学
有 機 反 応 化 学
合 成 有 機 化 学
物 性 有 機 化 学
精 密 有 機 化 学
生体分子設計学
機 能 化 学
錯 体 化 学
先 端 分 析 化 学

Faculty of Science Faculty of Science

分子の世界の原理を探求し、新しい分子と
物質をつくる学問、それが化学です。

進展をつづける現代生物学には、
大発見のチャンスがいっぱいです。

Department of Chemistry Department of Biology化学科 生物学科

化学科の各研究室
代謝調節機能学　立体構造に基づいたタンパク質機能の調節機構の研究
生体低分子機能学　生理活性物質の検索・合成およびその作用機構の解析
生体高分子機能学Ⅰ　酵素の構造と機能、作用メカニズム、特異性を利用した応用研究
生体高分子機能学Ⅱ　タンパク質の構造・機能多様性と生理機能との連関の研究
動物機能生物学　胚および個体における細胞分化
植物機能生物学　高等植物の成長調節および環境応答機構の分子・生理学的研究
細 胞 機 能 学　細胞の運動、分化の分子レベルでの機構解明
植物機能生態学　森林の種多様性・構造・機能およびその動態
動物機能生態学　脊椎動物の行動・生態・社会を主に野外で研究
情 報 生 物 学　昆虫が季節に適応しているしくみの研究
植物進化適応学　植物の環境適応のしくみと植物多様性についての研究

生物学科の各研究室

専門実験の様子

ホソヘリカメムシなどを対象に、動物たちが環境の変
化にどのように適応しているのかを研究しています。

国際宇宙ステーションきぼう実験棟内で育てたシロイヌ
ナズナ。重力のない宇宙でもシロイヌナズナは大きく成長
した。写真はJAXA提供。

分裂酵母胞子の表面および内部構造。急速凍結レプリカ
法による電子顕微鏡観察を行うことで可視化に成功した。

は最先端の研究へ参加することで、多様化した社会のニーズに
対応できる人材の育成を目指しています。資格認定された3年生
は大学院前期博士課程へ「飛び級」進学が可能です。また、本
学科では、海外からも研究者が多数来訪し、国際的な環境の中
で、開放的で自由活発な学問的ディスカッションが行われてい
ます。
　化学の基礎を身につけ、応用力、実践力を培った卒業生は広
く社会から歓迎され、各企業の研究・製造部門、大学や国公立
の研究機関で活躍しています。学部学生の多くが、より高度な
学問の修得を目指し大学院に進学しています。

化学実験の１コマ熱心な授業風景
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環境地球学　
　人類紀自然学　　人類出現以降の人為を含む自然環境変化を復元
　都市地盤構造学　地震発生域周辺の構造や状態・自然災害研究
　地球情報学　　　地球の時空間情報科学的研究
地球物質進化学
　地球物質学　　　組成・構造・組織から見た鉱物の生成・変化過程
　岩石学　　　　　地球物質の構造や変化とそれらの規則性を岩体・
　　　　　　　　　岩石レベルで研究
　地球史学　　　　地層や化石に残された記録から地球史をひもとく

Faculty of Science Faculty of Science

失われ行く種の多様性を守る。
グローバルな視点から、地球の未来を予測する。

　植物園の大切な使命の一つに植物の収集・育成があります。本園は
日本産樹木の収集に力をいれ、日本に自生する約 600 種の樹木のうち
およそ450 種を育成しています。また日本の代表的な11の樹林型を園
内に再現する独創的な試みを行っています。さらに外国産樹木、タケ・
ササ類、大阪周辺の水生植物、熱帯・亜熱帯の植物など多様で貴重
なコレクションを有しています。これらは広く国内外の研究者に研究材
料として提供されています。

広く社会に開かれた学びの空間
本園は一般公開されており、公開講座や植物
観察会、資料展示などを通じて学術的に貴重
なコレクションや世界的な研究の成果を市民
に還元し、生涯学習や社会教育の場として重
要な役割を果たしています。

植物の進化と適応の不思議を探究
本園の教員は大学院理学研究科生物地球系専
攻に属し、植物の多様性や環境に対する適応な
どについて専門的な研究を行い、学生を指導して
います。
●植物の環境応答、光応答、成長制御
●花の色と形の分子生物学
●植物の多様性と適応進化

Department of Geosciences Research Institutes  Botanical Gardens地球学科 附属研究施設 植物園

地球学科の各研究室

みどりのトンネル「日本産樹木見本園」

地球学科では、地球の過去・現在を学際的に認識し、未来を的確に
予測するための深い基礎知識と優れた応用能力をもった人材を養成し
ます。将来、自然と人間 の接点にたって環境保護や自然災害防止な
ど地球に関係する分野で活躍するために基礎として、地球を構成する
物質やその歴史的変遷を解明するための知識や方法を、学内での講
義・実習・実験と学外での調査実習を有機的に結びつけた総合的・
横断的なカリキュラムで、徹底的に教育するところに特徴があります。 

総合的・横断的に学べる、特色あるカリキュラム

大阪の地下構造

シンニシキ:サクラには珍しい緑色の花
をつける品種。

プヤ:ヒスイ色の花を見ることができる
のは数年に一度だけ。

メタセコイアの並木

植物園HP
http://www.sci.osaka-cu.ac.jp/biol/botan/index.html 植物園HP QRコード

太平洋から日本海に至る
近畿地方の地形

ⒸHaraguchi
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　数物系には、「数理構造論」、「数理解析学」、「基礎物理学」、「宇宙・高エネルギー物理学」、「物性
物理学」の5つの大講座があり、約 50 名の教員が質の高い教育を行っています。大学院生は教員が行っ
ている最先端の研究にも参加することができ、将来の研究者を育てる土壌が整っています。その中には
海外で行われている研究もあり、院生には海外で研究する機会も与えられています。

数理解析学（実解析学・複素解析学  確率論  応用数学  代数解析学
　　　　　　  偏微分方程式論  微分幾何学）

尾角　正人 可積分系と表現論
大仁田義裕 微分幾何学、調和写像論
谷崎　俊之 代数解析（表現論への応用）
高橋　　太 変分法、非線形偏微分方程式論
阿部　　健 偏微分方程式論
加藤　　信 大域解析学（多様体の幾何解析）
西尾　昌治 ポテンシャル論
濵野佐知子 複素解析、多変数関数論
伊達山正人 エルゴード理論に関する力学系の研究
竹内　敦司 確率解析

基礎物理学（素粒子論　原子核理論　宇宙物理　数理物理）

石原　秀樹 相対論的宇宙物理学
糸山　　浩 場の量子論及び弦理論
中尾　憲一 宇宙物理学及び重力理論
浜端　広充 プラズマ中の非線形磁気流体波と乱流
有馬　正樹 クォーク模型とハドロン間相互作用
丸　　信人 超対称性、高次元理論に基づく標準模型を超える物理
森山　翔文 弦理論とゲージ理論の数理

宇宙・高エネルギー物理学（宇宙線物理学　高エネルギー物理学　
  宇宙・素粒子実験物理学　重力波実験物理学）

神田　展行 重力波検出実験、重力波宇宙物理学
清矢　良浩 高エネルギー物理学、ニュートリノ・ミューオンの物理
荻尾　彰一 高エネルギー宇宙線物理学、高エネルギー天文学
山本　和弘 ニュートリノ物理、ミューオン物理、陽子・反陽子衝突
中野　英一 素粒子実験物理、宇宙線観測
常定　芳基 超高エネルギー宇宙線物理学
岩崎　昌子 素粒子実験物理学

物性物理学（超低温物理学　光物性物理学　生体・構造物性物理学　
 素励起物理学　レーザー量子物理学　電子相関物理学）

石川　修六 超低温物理学：量子液体の相転移現象と量子渦
坪田　　誠 物性理論：量子流体
小栗　　章 物性理論：電子系の多体効果、量子輸送
井上　　慎 レーザー量子物理学：レーザー冷却、ボース・アインシュタイン凝縮
矢野　英雄 超低温物理学：量子液体の相互作用と位相欠陥
杉﨑　　満 時間と空間の極限で陽になる物理現象の探索
鐘本　勝一 有機半導体の光・スピン・デバイス物性
小原　　顕 超低温物理学：量子液体中の音波の伝播
西川　裕規 物性理論：強相関電子系、量子輸送
竹内　宏光 物性理論：量子流体力学

Graduate School (Doctor / Master Course)

数学、物理学、および両者の境界領域での研究を
深化・発展させ、自然界の真理を探究する。

Mathematics & Physics大学院　理学研究科 数物系専攻

専攻・研究テーマ

数理構造論（代数系　表現論　多様体論　位相幾何学）

金信　泰造 結び目理論
兼田　正治 代数群及びその表現論
鎌田　聖一 結び目と 3・4 次元トポロジー
枡田　幹也 変換群の幾何学
古澤　昌秋 保型表現と保型 L 函数
佐野　昂迪 L 関数の特殊値と岩澤理論
吉田　雅通 エルゴード理論、力学系に基づく作用素環論
秋吉　宏尚 双曲幾何と 3 次元多様体論
宮地　兵衛 Hecke 環の表現論と圏化

修士論文発表会

世界の数カ所にしかない本専攻独自の２段断熱消磁装置。絶対温度 0.01mK
以下の温度をつくり、超流動の研究に使われる。

約700平方kmという北半球最大の有効検出面積を持つ「テレスコープアレイ実験」の大気蛍光望
遠鏡。宇宙線が大気中で作る空気シャワー（宇宙線の持つ大きなエネルギーによって多数の素粒
子・原子核のからなる粒子群が発生する現象）による大気の発光（大気蛍光） を検出する。
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　近年、先端の学問領域はそれまでの境界がなくなるボー
ダーレス化の時代を迎え、新たな領域が勃興しつつあります。
物質の科学である化学についても、内容の高度化と境界領
域の著しい発展には目をみはるものがあります。このような
変化に対応できるよう、物質分子系専攻は、２つの教育・
研究分野から成り立っており、物質の示す多様な現象の系
統的な理解、生体物質の分子レベルでの解明、自然を超え
る機能を持つ新物質・新分子の設計・合成を目指しています。
　本専攻では、自由で開放的かつ国際的な雰囲気の中で

Graduate School (Doctor / Master Course)

物質分子系は21世紀を担う先端科学。
物質現象の体系的理解と新物質・分子の創成の学問です。

Molecular Materials Science大学院　理学研究科 物質分子系専攻

専攻・研究テーマ

32名の教員が最先端の研究の指導をマンツーマンで行って
います。4 年生の多くが大学院前期博士課程に、前期博士
課程修了者の 1/5 が後期博士課程に進学し、さらに高度な
レベルの研究に没頭しています。優れた研究業績を上げた
大学院生は、修了年限を 1－2 年短縮して学位を取得できま
す。高度な専門性と幅広い視野を持ち、次世代に対応でき
る能力と研究実績を持つ修了生を多数輩出しており、彼ら
は全国の大学、企業の研究部門や製造部門、国公立の研
究機関で活躍しています。

空気に不安定なサンプルを合成中

擬一次元有機超伝導体の結晶構造

測定データから化合物の構造を決定する

光合成反応を担うタンパク質複合体の立体構造を表す図。
太陽光を受けて水を分解し、地球大気の ⅕ を占める
分子状酸素を発生させる

創成分子科学（レーザー化学　量子機能物質学　錯体化学　分析化学
  物性有機化学　理論化学　分子物理化学　生体分子設計学）

佐藤　和信
手木　芳男
西村　貴洋
中沢　　浩
中島　　洋
八ッ橋知幸
坪井　泰之
天尾　　豊※

小嵜　正敏
塩見　大輔
吉野　治一
松下　叔夫
西岡　孝訓
廣津　昌和
迫田　憲治
豊田　和男
藤原　正澄
板崎　真澄
東海林竜也

電子磁気共鳴、分子スピン量子コンピュータの開発
分子磁性と有機スピン系の光励起状態及び分子素子の研究
触媒的不斉合反応の開発
金属錯体の創製と新機能発現
タンパク質に含まれる金属イオンの機能解明と機能改変・応用
高強度超短パルスレーザーと分子との相互作用
光とナノ構造を駆使したミクロ空間の分析化学
人工光合成系構築のための機能性分子の設計と創製
高機能精密巨大分子の創出
結晶性有機固体の磁性・磁気共鳴
低次元・強相関電子系の相転移と輸送現象
理論化学
機能性錯体及び無機材料の設計
多核金属錯体の精密構造制御と機能発現
光の量子性を取り入れた顕微分光法の開発と複雑系への応用
分子の磁性・励起状態に関する理論化学・計算化学
量子ナノフォトニクスに立脚した革新的分子機能計測法の開拓とその応用
遷移金属錯体による分子変換反応の開発
マイクロ空間の非平衡開放系における物質の熱輸送・分光分析システムの開発 

機能分子科学（生体機能有機化学　分子認識化学　分子変換学　有機反応化学 
 巨大分子生命科学　生物無機化学　合成有機化学）

佐藤　哲也
森本　善樹
神谷　信夫※

品田　哲郎
篠田　哲史
坂口　和彦
宮原　郁子
三宅　弘之
臼杵克之助
藤井　律子※

舘　　祥光
西川　慶祐
保野　陽子

触媒を用いた有機合成反応の開発
合成有機化学・天然物有機化学
タンパク質超分子の機能制御機構、結晶相における酵素反応化学
高度生体応答物質の合成研究
分子認識素子の開発と機能
反応活性種の設計・制御と分子変換法の開発
タンパク質の立体構造と機能
動的超分子錯体の創成と機能化
生物有機化学：生物活性物質の構造決定・合成・機能解析
光合成機能性分子の構造と光化学
酵素活性中心の精密モデル化と機能解明
高活性天然有機化合物の合成と新規合成手法の開発
生体機能制御分子の合成とケミカルバイオロジー研究

※は兼任（所属：複合先端研究機構）
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　生物地球系専攻では生物学と地球学の発展の中で地球環
境を中心として両分野を横断する新しい学問の体系化を目指
しています。生物学は生命の本質を理解する学問です。分子、
細胞レベルおよび個体から地球レベルに至る幅広い分野か
ら生命現象の解明を目指します。一方、地球学は過去から
現在に至る地球の実態を学際的に認識し、その未来を予測
するための知識と技術を構築するために、変遷を重ねてきた

生物分子機能学（代謝調節機能学　生体低分子機能学　生体高分子機能学）
田中　俊雄 カビの生育を制御する生理活性物質
寺北　明久 シグナル伝達タンパク質の構造と機能の多様性
増井　良治 DNA 修復と翻訳後修飾の分子機構
伊藤　和央 酵素の構造・機能相関と調節およびその応用
藤田　憲一 細胞骨格を標的とする生理活性物質
小柳　光正 光受容タンパク質の構造と機能の多様性
山口　良弘※ 細菌におけるアポトーシス様細胞死の生理的役割

生体機能生物学（動物機能生物学　植物機能生物学　細胞機能学）
保尊　隆享 植物の成長調節および環境応答機構
宮田　真人 マイコプラズマ滑走運動の分子メカニズム
中村　太郎 分裂酵母有性生殖の分子メカニズム
小宮　　透 動物発生の分子生物学
若林　和幸 植物細胞壁の構造と機能
曽我　康一 環境要因による植物の成長と形態形成
水野　寿朗 中胚葉誘導における細胞間相互作用

自然誌機能生物学（動物機能生態学　植物機能生態学　情報生物学　植物進化適応学）

飯野　盛利 植物の環境応答、光応答、成長制御
幸田　正典 脊椎動物の行動生態学と認知行動学
伊東　　明 植物の更新過程と多種共存機構
後藤　慎介 動物の季節適応の生理学
植松千代美 花の色と形の分子生物学
名波　　哲 植物の性表現と個体群維持機構
安房田智司 魚類の繁殖戦略についての行動生態学的研究
渕側　太郎 動物社会のリズム生態学
厚井　　聡 植物の多様性と適応進化

環境地球学（人類紀自然学　都市地盤構造学　地球情報学）
升本　眞二 地質情報の定式化と表現方法
三田村宗樹 都市地質学：大阪平野の地盤特性
山口　　覚 地震発生域の構造状態の地球物理学研究
原口　　強 地質工学：地質災害とヒューマンインパクト
井上　　淳 第四紀学：人と自然の相互作用の歴史
根本　達也 地質情報の共有と利活用

地球物質進化学（地球物質学　岩石学　地球史学）

益田　晴恵 地殻表層部の水循環に伴う物質移動
江﨑　洋一 地球環境変遷史：化石刺胞動物の系統
篠田　圭司 鉱物の高温高圧下での分光学的研究
奥平　敬元 島弧地殻進化：変形と変成作用の相互作用
柵山　徹也 マグマの生成・分化とマントルの熱・物質循環過程

Graduate School (Doctor / Master Course)

地球・生命はどのように誕生し、現在に至り 未来へと移り行くのか？
生命の本質、生物・地球の 進化について探求する。  

Biology & Geosciences大学院　理学研究科 生物地球系専攻

研究テーマ

ボルネオ熱帯雨林でのフタバガキ科樹木の調査風景。
板根があるため、はしごにのぼり幹の太さを計測している。

複雑なシステムとしての地球の歴史を追及しています。
　生物分子機能学、生体機能生物学、自然誌機能生物学、
環境地球学、地球物質進化学の 5 講座から成る生物地球
系専攻では、生物学あるいは地球学を専門とする研究者を
育成するとともに、人類および生物の進化と分布を現在の地
球環境とその変遷史から解析し、その成果を地球および生
物環境問題に応用できる人材の育成を行います。

沖縄・名護・嘉陽層の褶曲（国指定天然記念物）なわばりを主張しあうアフリカ・タンガニイカ湖産シクリッド、トロフェウス・モーリー

エジプト・ギザ、クフ王の巨大ピラミッドは石灰岩で築造されている ピラミッド石材中の貨幣石

※は兼任（所属：複合先端研究機構）

ⒸHaraguchi

ⒸHaraguchiⒸHaraguchi
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大阪市立大学数学研究所（通称：OCAMI）

OCAMIは、21世紀COE「結び目を焦点とする広角度の数学
拠点の形成｣の採択を契機の1つとして、平成15年9月に開設さ
れました。平成20年3月に支援期間の5年間は過ぎましたが、
OCAMIの研究・教育活動は、若手研究者を勇気付ける国際的
な研究教育拠点として継続しています。21世紀COEの活動内容、
プログラム委員会による設定された目的は十分達成されたとの総
括評価結果、その後の活動内容は、数学研究所のホームページ 
http://www.sci.osaka-cu.ac.jp/math/OCAMI/index.html 
より参照できます。特色である結び目研究は、30年余りにわたっ
て大阪近郊の大学による連合結び目セミナー（KOOKセミナー）
を主催し、1990年の世界初の結び目国際会議(大阪)をはじめ、
いくつもの国際セミナー・スクールを開催してきました。21世紀
COE採択後は、結び目を焦点とし、さらにそれのみに留まらない
数学の広範な分野(トポロジー、微分幾何、複素解析、表現論、数
論、非線形偏微分方程式、可積分系)と数理物理学分野(紐理論，
ブラックホール)の国際研究交流拠点として、数多くの研究成果を
上げてきました。結び目研究は、DNAの合成生物学、分子機械、
次世代向け量子演算等の科学技術の多彩な領域とも関連し、数
学研究を中心としつつも、より広範な科学研究の分野として、世
界的に活発に研究されていくでしょう。OCAMIは、右の11の東ア
ジアの数学研究所と研究交流協定を締結しています。

とりわけ毎年日韓で交互に開催する、本学、慶北国立大学、釜
山国立大学、それぞれ15名、10名、10名、その他の国内大学5名
の数学の大学院学生達が、英語で研究発表を行う国際研究集
会は、大学院学生にとり大変刺激的な研究活動となっています。
また平成26年度から日本学術振興会 頭脳循環を加速する戦略
的国際研究ネットワーク推進プログラムの（連続）採択事業「対
称性、トポロジーとモジュライの数理，数学研究所の国際研究
ネットワーク展開」も推進して国際的な研究・教育を一層強化・
拡大しています。

(日本)京都大学数理解析研究所 
(中国) 大連理工大学数学研究所、南開大学陳省身数学研究所、
 華東師範大学数学系、蘇州大学数理科学学院 
(台湾) 国立台湾大学台大数学科学中心、
 国立台湾大学国家理 論科学中心
(韓国) 慶北国立大学BK21数学計算研究所、
 釜山国立大学 BK21ダイナミック数学センター、
 韓国科学技術院BK21 数学における人的資源開発計画センター、
 慶北国立大学 実及複素多様体研究所

ノーベル物理学賞受賞 南部陽一郎先生の伝統と理学研究科
大阪市立大学大学院理学研究科の前身である戦後の新制大

阪市立大学理工学部において教鞭をとられ、渡米されるまで強力
な理論物理学研究グループを率いておられた本学特別栄誉教
授・名誉教授の南部陽一郎先生は、2015年7月5日、94年の生涯
を終えられました。ここに謹んで哀悼の意を表するとともに、偉大な
先輩である先生が残された多大な業績に改めて深い敬意を表し
ます。　

南部陽一郎先生は、「素粒子物理学における対称性の自発的
破れの機構の発見」に対して2008年ノーベル物理学賞を受賞さ
れました。先生は戦後まもない創設直後の新制大阪市立大学に東
京大学から着任され、シカゴ大学に移られるまで数年間教授を務
められました。当時の理工学部は北区南扇町にある旧北野小学校
の校舎を使用していましたが、都市にある大学の利便性を生かし、
南部先生をリーダーとした、そうそうたるメンバーを擁す素粒子論
研究室が生まれました。その後分野は、場の量子論・紐理論、素粒
子現象論、宇宙論、原子核理論に分化し、当時の活発な研究活動
は、現在の基礎物理学講座各研究室に引き継がれています。

南部先生は、場の量子論の構成自身が対称性を保っていても、
真空が対称性を保たないことがありうる事を最初に示しました。こ
れは「対称性の自発的破れ」という考え方です。この機構の証とし
て、南部・ゴールドストーン粒子と呼ばれる質量を持たない素粒子
が生じます。新しい理系学舎のエントランスホールには、学生・教

員・職員のくつろぎの場が設けられています。その壁面には、南部先
生の発見にまつわる「対称性の自発的破れ」をモチーフとした装飾
が施されております。三角柱オブジェのうちの大半は、一斉に同じ
方向を指しており、対称性が自発的に破れた基底状態の場の配位
を表現しています。一方で、この
規則正しい配列には、秩序が
破れ揺らいでいる領域が一部
有り、これが測定・観測の対象
となります。

（なお、南部先生には、2011年6
月に、「大阪市立大学・特別栄誉
教授」の称号が贈られました。）

「対称性の自発的破れ」 を見る！「磁石のテーブル」
理学研究科の玄関に「磁石のテーブル」が大阪市立科学館より

出張展示されています。車で使う方位磁石を1,000個ほど並べた
もので、本学大学院を卒業された科学館館長の斎藤吉彦さんが
作成されました。
「磁石のテーブル」は、「対称性の自発的破れ」を実際に見ること

ができる展示です。方位磁石１個なら矢印は北を向きますが、「磁
石のテーブル」の矢印は北を向いていません！たくさんの方位磁石
が並んでいるため、近くの磁石どうしの影響に比べて地磁気の影
響が無視できるからです。地磁気を無視すると、方位磁石にとって
東西南北、特別な方向はありません。どの方向も“対称的”です。と
ころが、一つの方位磁石がある方向を向くと、その周りの磁石が同
じ向きにそろった方がエネルギーが低いので、一団の方位磁石は
皆同じ向きにそろいます。その一団の方位磁石にとっては、特別な
方向が出現したように見えます。これが“対称性の破れ”です。少し
離れた場所では、別の一団の方位磁石が別の方向にそろいます。

この現象は永久磁石の内部や超伝導で起こっていることと同じ
で、宇宙の始まりや素粒子の世界でも起こる、とても普遍的な現象

です。本学特別栄誉教授の南部陽一郎先生（故人）は、素粒子物
理学における「対称性の自発的破れ」という考え方を確立し、ノー
ベル物理学賞を受賞されました。
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国際研究集会「5th Italian-Japanese Workshop on Geometric
Properties for Parabolic and Elliptic PDE's」(GPPEP)を開催

本学理学研究科主催による非線形偏微分方程式論と変分問
題に関する標題の国際研究集会GPPEP が、数学研究所の全
面的な協力の下、2017年5月15日（月）～ 5月19日（金）
の日程で、学術情報総合センター 10階大会議室を会場に、
海外研究者15名を含む総勢70有余名の参加者を集めて開催
されました。

本研究集会は、日本とイタリアの非線形解析の研究者たちの
近年の研究交流の実績を背景に、2009年の第1回（仙台）から、
コルトナ、東京、パリヌーロと2年おきに開催されている一連
の研究集会の一つであり、今回初めて大阪を会場にして充実し
た研究交流が行われました。研究集会では、日本及びフィレン
ツエ大学、ナポリ大学、ミラノ大学などの非線形放物型及び楕
円型方程式の専門家により、偏微分方程式の解の存在や一意性
といった伝統的な研究内容を超えて、解の幾何学的形状や解の
安定性といった定性的理論について、
最先端の研究内容が紹介・発表されま
した。イタリアは元来、古典的な曲面
論が栄えた代数幾何学の発祥の地のひ
とつであり、また解析の分野でも、幾
何学的測度論に基づく一般化された極
小曲面の理論が発展するなど、特色を
持った数学を展開しています。

本研究集会でも、近年盛んに研究さ

れている物質輸送理論や、過剰決定系、関数の再配列理論か
ら伝統的な等周不等式に至るまで、広範囲の課題が取り上げ
られました。また、若手研究者を中心にポスターセッションも
企画され、本学理学研究科博士後期課程学生2名を含む11
名がポスター発表を行いました。Plenary 及び Short の招
待講演の総数は23講演に及び、様々なイベントも企画されて、
今後の日本とイタリアの非線形解析の分野での国際研究交流
をさらに促進する研究集会となりました。

一連の研究集会では、毎回、プロシーディングスを出版し
ていますが、今回も国際専門誌「Applicable Analysis」の
特別号として研究集会紀要が発行される予定です。

第２６回「一般相対論と重力」国際研究会を開催

第26回「一般相対論と重力」国際研究会（JGRG26）は毎年
恒例となっている国内最大規模の一般相対論及び重力理論に関
する国際研究会であり、その開催はこの分野で中心的な役割を
担う大学が持ち回りで担当することになっています。26回目に
当たる今年度の研究会は、大阪市立大学・大学院理学研究科
の主催で2016年10月24日(月)から10月28日(金)に学術
情報総合センター 10階大会議室と研究者交流室において開催
され、国内外から合計206名の研究者が出席しました。大阪市
立大学でこの研究会が開催されるのは今回で二度目です。招待
講演者が10名、一般講演者が76名、そしてポスター発表者
が33名でした。

一般相対論では重力を時空の曲がりが引き起こす見かけの力
と考えます。時空の曲がりは、さざ波のように伝播することが
あります。この時空のさざ波は重力波と呼ばれており、その存
在はアインシュタインによって100年ほど前に予言されました。
しかし、重力波の直接観測は非常に難しく、ようやく2015年9
月にアメリカの研究プロジェクトチームLIGOが人類初の重力波
の検出に成功しました。重力波の発生源を解明するためのデー
タ解析に時間を必要とするので、重力波検出の発表は2016年

2月11日に行われました。その発表内容は、太陽の36倍の質
量のブラックホールと29倍の質量のブラックホールが衝突合体
したときに生成された重力波を検出したという驚くべきものでし
た。重力波の直接検出だけでなく、かつてない高い信頼度でブ
ラックホールの存在確認も行うことができたのです。

この記念すべき重力波検出の発表が行われた年にJGRG26
が開かれたということもあり、この研究会には重力波の検出実
験に関係する4名の研究者に招待講演をしていただきました（日
本の重力波検出プロジェクトチームKAGRAからは本学の神田
展行先生に講演していただき、LIGOチームからは、重力波の
シグナルを最初に発見したM. Drago博士とS. Fairhurst 博士、
そしてフランス-イタリアの検出プロジェクトチーム Virgo から
は、C. van den Broeck 博
士を招聘しました）。

理論研究でもM. Choptuik 
博士や D. Langlois 博士らに
よる基調講演などを始め、活
発に議論されました。

1
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場の理論と弦理論の国際会議を開催

昨年度末2017年3月27日から31日まで本学の学術情報
総 合 セ ン タ ー 10階 大 会 議 室 で 国 際 会 議“Progress in 
Quantum Field Theory and String Theory II（量子場理
論と弦理論の進展II）”が開催されました。

この国際会議では、近年急速に進展する場の理論と弦理論の
理解を振り返り、特に数理物理学的な側面に焦点を当てながら、
さらなる発展の方向性を議論しました。海外からは著名な研究者
B．Chen、S．Komatsu、A．Morozov、A．Mironov、A．
Marshakov、S．Shakilov、B．Vicedoを招聘しました。また、
国内からも、近年この分野で輝かしい実績を持つ専門家を多
数招聘し、総勢100名程度の研究会となり、大盛況のうちに
終了しました。本学からは数学研究所員の大田武志氏が、糸
山浩司教授らとの超対称ゲージ理論の分配関数の変形に関す
る共同研究をわかりやすく講演しました。

本国際会議は一連の会議で、特に、平成24年度に行われ
た国際会議の第2弾として行われました。これは、数理物理
研究室の糸山教授を中心に行われてきたロシアとの長期的な
共同研究の研究成果報告の一環でもあります。この日露共同

研究には、国内の数理物理学の専門家が糸山教授を中心に結
集し、定期的にロシアITEPグループと交流したり、国内ワー
キングセミナーを開催したりして、ここ20年近く多数の研究
成果を挙げてきました。例えば、A．Morozov教授と糸山教
授の超対称理論における可積分性の研究は、分野を大きく牽
引し、近年の新しいゲージ理論の対応関係の発見と融合して、
大きく進展してきました。

3

平成29年度大阪市立大学国際学術シンポジウム
「人と植物の共生－都市の未来を考える－」を開催

都市緑化は、健康・防災・文化に深く関わる課題として、
世界の多くの大都市が真剣に取り組んでいます。なかでも緑
地の割合が極めて低い大阪にとっては特に重要な課題と言え
ます。2017年6月10日と11日に大阪市立大学国際学術シ
ンポジウム「人と植物の共生－都市の未来を考える－」（公開の
講演会およびワークショップ）を開催し、都市社会における人
と植物の共生のあり方と将来像について話し合いました。本シ
ンポジウムは理学部附属植物園の教員が中心になって企画・
提案し、実施されました。

シンポジウムでは、国内外の招待研究者に本学の理学、工
学、医学の分野の研究者が演者として加わり、多面的な議論
がなされました。また、現存する最古の植物園で世界遺産に
指定されているパドヴァ大学植物園の園長と東洋を代表し有用

植物の普及で重要な役割を果た
したボゴール植物園の園長から
は植物園が果した歴史的役割に
ついてのお話しも伺えました。

本学田中記念館ホールで開催
した初日の講演会には、学生、
一般市民を含め、約１７０人が、
大阪市自然史博物館で開催した２日目のワークショップには、
約１３０人が参加し、質問も多く出されて活発な議論が行われ
ました。英語を主な使用言語としましたが、同時通訳をつけて、
言語の壁を超えて議論が交わされ、本学の学生も熱心に参加
していました。

4
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理学研究科では、卒業生が在学中に身につけた科学的な考
え方や発想法、知識や能力を生かして、様々な分野で科学の
専門家（プロ）として活躍することを支援するため、「科学のプ
ロ育成プロジェクト」を実施してきました。第二期中期計画の
最終年度にあたる今年は、科学のプロ中のプロである土井隆
雄博士に特別講演をお願いしました。

土井博士は、我が国最初の3人の宇宙飛行士の一人であり、
1997年のスペースシャトルSTS-87飛行では、日本人初の船
外活動を行いました。また、2回目の飛行となった2008年の
スペースシャトルSTS-123（1J/Aフライト）では、国際宇宙ス
テーション「きぼう」実験棟の組立に大活躍されました。その後
は、国際連合・宇宙応用課長として宇宙科学の普及・啓蒙に尽
力され、2016年に
京都大学特定教授
に就任されました。

講演会は、2017
年6月15日に田中
記念館ホールで行
わ れました。大 阪
市立大学との共催

による特別講演会として実施され、荒川理事長兼学長をはじ
め、100名を超える参加者がありました。講演では、我が国
の有人宇宙活動の歴史と特徴が土井博士自身の経験も踏まえ
て説明された後、有人宇宙学という新たな分野の創設に向け
た活動が紹介されました。講演後には活発な質疑応答もあり、
参加者一同、「宇宙をめざせ」という土井博士のメッセージに
感銘を受け、大いに励まされました。プロジェクトの目的にふ
さわしい有意義な講演会となりました。

杉本キャンパスにて第13回高校化学グランドコンテストを開催

大阪市立大学・読売新聞大阪本社が主催する「第13回高
校化学グランドコンテスト」の最終選考会が、11月5日（土）、
6日（日）の二日間にわたり、本学の杉本キャンパスにて開催
されました。このコンテストは高校生に化学の面白さを伝える
という趣旨で2004年度にスタートしました。高校生および工
業高等専門学校生（３年生以下）が行う化学に関連した学習研
究活動を支援し、将来、科学分野で活躍する人材を育成する
ことを目標にしています。そのために、本学の大学教員や大
学院生によるサポート体制も整えています。2013年度からは
海外招聘校の発表も加わり、国際色豊かな化学コンテストに
なってきました。

2016年度は全国の高校から71件の応募があり、一次審査
により口頭発表10件およびポスター発表61件が選ばれまし
た。最終選考会の初日にはポスター発表が行われ、高校生同

士の熱心な議論や、審査員に丁寧に説明する様子が見られま
した。ポスター発表終了後、高校生らがお互いに交流を深め
るレセプションパーティーの時間が設けられました。二日目に
は口頭発表が行われ、いずれも高いレベルの発表でしたが、
審査の結果、文部科学大臣賞、大阪市長賞、大阪市立大学長
賞をはじめとする各賞が決定されました。また、海外招聘校に
よる3件の発表に続いて、ジュリアン コウ教授（国際基督教
大 学）による 特 別 講 演 が「Going Places: Enjoying High 
School Chemistry and Engl ish in a Global iz ing 
World」と題して行われ、大 盛 況 のうちに終わりました。
2017年度の高校化学グランドコンテストは名古屋市立大学と
横浜市立大学が共同主催に加わり、名古屋市立大学にて開催
されます。

土井隆雄宇宙飛行士講演会を開催

N E W S
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平成28年9月23日(金)、理学研究科数物系専攻の大学
院生計7名と教員4名が、台北の国立台湾師範大学を訪問し、
物理学系の大学院生とワークショップを行いました。

今回の交流プログラムは数物系専攻の坪田誠教授と、国立
台湾師範大学の物理学系長である劉祥麟（Hsiang‐Lin Liu）
教授の「大学院生が中心となる研究交流の機会をもっと増やし
たい」という熱意から実現しました。

ワークショップの中心テーマは超流動、超伝導を中心とした
物性物理の最新の研究成果です。英語での30分の講演のた
め、学生たちは事前に発表練習を重ね、万全の準備でワーク
ショップに臨みました。ワークショップ本番では、互いの理論
計算や実験に関する鋭い質問も飛び出し、よく知っているつ
もりの自分の研究に関しても知らないことがいかに多いかとい
うことに気付き、研究における交流の大事さを再認識する場と
なりました。　終了後には実験室見学が行われました。さらに
翌日には、新竹の台湾交通大学を訪問し、低温物性実験の実
験施設を見学しました。見学の合間には台湾の色々な文化に
触れる場面もあり、有意義な交流となりました。

なお、今回の交流プログラムが好評だったため、平成29
年度も継続して開催されることになりました。次回のワーク
ショップは本学に舞台を移し、平成29年9月29日（金）に学
術情報総合センターで開催される予定です。

数物系専攻の大学院生・教員が台湾師範大学を訪問5

ポスターセッションの様子

受賞・表彰

Highly Cited Researcher 2016
（クラリベート・アナリティクス社）

物質分子系専攻の佐藤哲也教授が2016
年のHighly Cited Researchersに選ばれ、
2014年、2015年に続き、3年連続の選出
となりました。Highly Cited Researchers
は、科学研究の各分野において高い影響
力を持つ科学者を論文の引用動向から分
析して選出されます。2016年は自然科学
および社会科学の21の研究分野において、
2004年1月～ 2014年12月に発表された
論文を対象にして分析されました。引用さ
れた数が非常に高い論文を発表した研究者
が世界中から選出され、世界で約3000名、
日本の研究機関所属者からは76名が選出
されています。

錯体化学会賞・電子スピンサイエンス学会賞・西川賞
物質分子系専攻の中沢浩教授（左写真内の右側）が「鉄錯体を用いた新しい触

媒反応の開発」で第14回の錯体化学会賞を、手木芳男教授（右写真）が「有機π
スピン系のスピン整列とスピン科学の解明」で2016年度の電子スピンサイエンス
学会賞を受賞しました。また、神谷信夫教授が2016年度の日本結晶学会 西川賞
を受賞しました。いずれも各学会の研究分野で特に優れた研究業績に対して贈呈
される、学会の最高賞です。

6
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ゼータ関数の魅力 佐野 昂迪

18世紀、オイラーが活躍していた時代に、
バーゼル問題という問題がありました。それは

「1+　 +　 + …を求めよ」というものです。オ
イラーは苦心の末、この値が　 になるというこ
とをつきとめ、一見何の関係もなさそうな円周
率πが現れることにいたく感動したと言われてい
ます。19世紀の数学者リーマンは、上のような
和をゼータ関数ζ（s）=Σ　 　の値として考え、
複素解析の手法を用いて素数の研究を行いまし
た。それ以後、素数を主な研究対象とする整数
論において、ゼータ関数の研究が活発になって
いきました。ゼータ関数の研究は、現在でも整
数論において中心的な位置を占めています。

さて、いま2つの異なる整数n,mをとって、ゼー
タ関数の値ζ（n）,ζ（m）を考えるとします。この
2つの値は独立に考えるべきものでしょうか？　
実は、不思議なことに、ゼータ関数の異なる整
数点での値は互いに密接に関連し合っています。
簡単な例を挙げましょう。nとmを負の奇数とし、
pを素数とします（負の奇数に対してゼータ関数
の値は有理数になります）。このとき、n－1がp

－1で割り切れず、かつn－mがp－1で割り切れ
れば、ζ（n）－ζ（m）の分子はpで割り切れるとい
うことが知られています。例えば、n=－3,m= 
－9,p=7のとき、ζ（－3）= 　  ,ζ（－9）=－ 　  

が知られていますが、ζ（－3）－ζ（－9）=　　
の分子は7で割り切れています。このことは
19世紀の数学者クンマーによって発見され、

「クンマー合同式」と呼ばれています。このこ
との発展として、20世紀半ばに久保田とレオ
ポルトがゼータ関数の「p進数の世界」におけ
る類似である「p進ゼータ関数」を発見しまし
た。リーマンが考えたものは「複素数の世界」
に住むゼータ関数ですが、久保田とレオポルト
は「p進数の世界」という全く新しい世界に住
むゼータ関数を発見したのです。

リーマンのゼータ関数と久保田・レオポルト
のp進ゼータ関数は多くの点で類似しています。
一昔前まで、これらは単なる「アナロジー」で済
まされていたようですが、1990年代に加藤和
也氏は、ゼータ元という「ゼータ関数の化身」と
も呼ぶべきものの存在に関する壮大な予想を提
出し、p進ゼータ関数をゼータ元の一種として
捉えました。この予想は「玉河数予想」と呼ばれ
ており、現在も大部分が未解決の大予想です。

最近になり、それまで個別の現象や単なるア
ナロジーだと思われていた実に様々なことが、
玉河数予想から統一的に新しい視点で解釈され
ることがわかってきています。その意味で、玉
河数予想はゼータ関数の値に関する究極的な予

想であると言えます。しかしながら、玉河数予
想はエタール・コホモロジーやp進ホッジ理論
といった現代整数論の大理論が随所に用いられ
る抽象的で難解な予想であり、またそのあまり
の壮大さのため多くの研究者から敬遠されてい
るのが現状です。

私は、玉河数予想の具体的な帰結を追求した
り、よりわかりやすい問題に帰着したりするなどし
て、様々な側面から玉河数予想を理解しようと努
めています。抽象的な
玉河数予想を具体的な
問題に掘り下げていく
と、思いがけず、別の
動機で研究されていた
ものがぴったり同じ形で
現れることがあります。
そういうとき、玉河数
予想は凄い、ゼータ関
数は実に深い、そして、
不思議だ、と思わずに
はいられないのです。
バーゼル問題に始まる
ゼータ関数の魅力は、
まだまだ発掘され尽く
されていないのです。

数学科

T O P I C S

医用材料として使える金属錯体－タンパク質ハイブリッド分子の開発 中島 洋

金属錯体とは、金属イオンとその金属イオ
ンに結合する有機分子（配位子）で構成される
分子であり、金属と配位子の組み合わせによ
り無数に創り出すことができます。現在では、
様々な機能や性質を持った錯体を分子設計／
合成することが可能であり、工業触媒やエネ
ルギー変換素子など数多くの分野での利用が
進んでいます。医薬や医用材料への応用も試
みられていて、シスプラチンと呼ばれる白金
錯体は、抗ガン剤として広く用いられています。
ただし人体が許容可能な金属イオンの種類や
量の範囲は比較的狭く、医用に役立つ機能や
性質があっても、強い毒性のために使えない
錯体も数多く存在します。私たちの研究室で
は、機能的に有用な錯体を生体由来のタンパ
ク質に組み込むことで生体適合性を高め、医
用材料への応用を目指しています。またその
際、タンパク質がもともと有する性質と錯体
の機能の相乗効果を狙い、錯体あるいはタン
パク質のみでは実現できない物質の開発にも
力を入れています。一例として、ここでは光
応答性一酸化炭素放出錯体を鉄貯蔵タンパク

質に取り込み、体内に投与した後に光照射で
一酸化炭素（CO）を放出可能な物資の開発を
挙げます（図参照）。COは、一般に中毒性の
ガスと認識されています。しかし近年の研究
では、生体自らがCOを産生し、体内機能の
調製に利用することが分かってきました。この
知識の応用としてCO医療が提案されており、
実現に向けてCOを生体内で自在に放出でき
る物質の開発が望まれています。COを配位
子として有する金属錯体はその有力な候補で
すが、生体内での安定性の問題やCO放出後
に残留する金属イオンの毒性の問題があり、
生体を対象とした研究には至っていません。
私たちの研究室では、生体元素である鉄イオ
ンを使い、赤色レーザーポインター程度の光
でCO放出が可能なCO錯体を開発しました。
ただし生体元素とはいえ、大量の鉄化合物を
そのまま生体に投与することは危険です。そ
こで、この錯体を我々の肝臓などに多く見ら
れる鉄イオン貯蔵タンパク質フェリチンに封入
し、フェリチン内部からCOを放出する仕組み
を開発しています。このハイブリッド物質では、

CO放出後に錯体が鉄イオンに分解し、その
後フェリチンの鉄貯蔵機構によって完全に無毒
化されるような分子設計を施しています。現
在は、このハイブリッド分子からのCO放出性
能を調査中であり、近い将来、細胞や生体組
織を対象とした研究に展開する予定です。

化学科

魚類の多様な繁殖戦略とその進化の解明を目指して 安房田 智司

魚類は、脊椎動物の中でも最も多様な繁殖
生態を持つ動物の一つです。私は、魚類を対
象に、野外での行動観察に重点を置き、水槽
実験、親子判定、生理学実験など様々な手法
を用いて、魚類の多様な繁殖戦略の解明を目
指して研究しています。

近年、私は海産カジカ科魚類（世界に約
300種）を研究対象としてきました。カジカの
知名度は低いですが、実にユニークな繁殖生
態を持っています。魚類の多くは体外受精で
すが、海産カジカには陸上動物のように交尾
をする種類がいます。また、海産カジカの中
には雄または雌が卵の保護を行う種がいたり、
ホヤなどに産卵したりする種がいます。この
ようにユニークな生態を持っているにも関わら
ず、寒い海に生息する種類が多く、生態は謎
に包まれたままです。

これまで、海産カジカの雄と雌の繁殖戦略
を研究してきました。雄では精子に注目し、
国内外で採集した24種のカジカの精子を調
べました。興味深いことに、カジカ科魚類の
精子は同じ科にも関わらず、多様な形態をし
ていました。これらの進化要因を検討した結
果、精子の鞭毛長や游泳速度には卵の保護様
式の違いにより生じる精子競争レベルの違い
が、精子が運動性を持つ環境と精子の頭部形

態には受精様式（交尾型、非交尾型）が、大
きく関係していました。本研究により、交尾
行動と精子競争が精子の形態や運動性に強く
関係することを初めて示したことになります。

カジカ科魚類の中には、雌がホヤやカイメン
に卵を預ける珍しい産卵行動「卵寄託」を行う
種がいます。野外調査と遺伝解析の結果、佐
渡島沿岸に同所的に生息する卵寄託カジカ8
種は、種特異的な宿主選択をすること、また、
宿主の違いによって産卵管長が適応進化したこ
とが分かりました。さらに、太平洋と日本海の
両方に生息する種を調べた結果、同種でも宿

主の種類やサイズに応じて産卵管形態が変異
することが示されました。種間だけでなく種内
で繁殖に関わる形質が大きく異なる例は、海
産魚では初めての発見であると考えられます。

私は2017年1月に動物機能生態学研究室
に着任しました。同研究室の幸田正典教授は
大学院時代の指導教員であり、12年ぶりに大
阪市立大学に戻って来たことになります。今
後は幸田教授や学生らと魚類の行動生態学研
究や認知研究をさらに発展させて、魚類生態
の謎を一つ一つ解き明かして行く所存です。

生物学科

凝縮系の量子液体相を電流ゆらぎ測定と場の理論から探る 小栗 章

金属や半導体などの凝縮系の電気伝導、磁
性、光応答などの性質は、物質中の膨大な数
の電子が形成する量子力学的な状態によって
決まります。結晶の構造や電子の濃度、さら
に実験的に外部から加えた磁場や電圧などの
状況によって、超伝導、磁気秩序相、種々の
量子液体相などの多彩な状態が実現されま
す。量子液体相は電子が斥力のため互いに避
けあい強く相関した状態で、代表例として近
藤 効 果 の 低 エ ネ ル ギ ー 状 態 が あります。
1964年、近藤淳は金属中に導入された不純
物の電子スピンとその周りの伝導電子の間の
多重散乱が低温で顕著に増大することを発見
しました。その後、国内外の研究を通して不
純 物 と 伝 導 電 子 の 量 子 状 態 の 特 徴 は、
Landauが現象論的に提唱したFermi流体の
拡張によって記述でき、ゼロ次元の場の理論
と等価な定式化によって説明できることが分か
りました。最近では、半導体などの微細加工
技術を駆使して作成された量子ドットやナノ・
スケールの物質において新たな発展を見せて
います。

我々は大阪大学理学研究科小林研介教授の

実験グループと共同して、カーボンナノチュー
ブで作成された量子ドットにおいて実現される
軌道とスピンによる4重縮退した内部自由度
を持ったSU(4)近藤効果の非平衡状態の性質
を調べています（図１）。小林グループでは、
世界有数の高精度な非平衡電流ゆらぎの測定
が可能であり、電気伝導度・ショットノイズの
磁場依存性から、新奇なSU(4)対称性をもっ
た量子液体相から対称性の低いSU(2)相へ連
続的に移り変わることを観測しました。我々の
研究室では、大学院生の寺谷義道(D2)さん
を中心に数値くりこみ群という高精度なゼロ次
元量子多体系の非摂動的方法などを用いて理
論的な検討を行いました。その結果、ナノ
チューブ周りの電子軌道とスピンのゼーマン
分裂が同程度の場合には、磁場中でも2重縮
退が残り磁場の増大とともに量子ゆらぎの大
きいSU(2)対称性を持ったFermi流体へ移行
することで説明できることが分かりました(図
２)。ここでは、電流ゆらぎ=ノイズが信号を
隠す邪魔物ではなく、相関の強い多電子系の
量子力学的な状態を解き明かす重要なシグナ
ルとして役割を果たしています。我々はこのよ

うな量子効果の全貌を明らかするために、さ
らに研究を進めています。

物理学科

図 1: カーボンナノチューブ量子ドットの概念図。量子ドット内にあ
る電子の個数は、ゲート電極によって制御可能。電子はスピン自由
度（青矢印）と運動の自由度（チューブを取り囲む赤い矢印）を持つ。
これらの自由度によってSU(4)対称性を持った近藤効果が生じる。

図 2: 量子ドットの電気伝導度のゲート電圧依存性の実験（実
線）と理論（点線）。ゲート電圧を変化させると量子ドット中の電
子数が変化する。磁場が小さいときにはSU(4)近藤状態が生じ
ており、磁場の増大に伴いSU(2)近藤状態に変化する。
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密林下の古代遺跡を可視化する 原口 強

文部科学省・科研費・新学術：古代アメリ
カ 比 較 文 明 論（平 成26 ～ 30年 度：
561,300千円）に参加し、高精度3次元地形
モデルから新たな遺構を探る研究を行ってい
ます。最新の航空レーザー測量（図1）では、
樹木の下の地形の可視化（図2）が可能となっ

ています。グアテマラ・マヤ文明・セイバル
遺跡で取得した400km2 の数値地形データか
ら赤色立体画像が作成されました。その結果、
遺跡中心（図3）で密林下の石灰岩溶食谷地
形や遺構（図4）が明瞭に可視化されました。
全域では1万か所以上の新たな遺構が画像か

ら抽出され、現地確認調査（図5）で多数の土
器片（図6）が収集され遺構の可能性が高いと
判断されました。これらの情報は電子地図デー
タとして整理 1）され、現在、現地の遺跡研究
の基本データとなっています。

地球学科

T O P I C S

図1航空レーザー測量技術 図2 密林下のレーザー測量結果の重合断面

図3　密林に覆われたセイバル遺跡中心部の衛星画像 図4　樹木を除去した赤色立体画像

図5　現地確認調査 図6　採取土器片

文献
1) Inomata, Pinzón, Ranchos, Haraguchi, Nasu, 
F e r n a n d e z ,  A o y a m a ,  Y o n e n o b u  ( 2 0 1 7 )  
Archaeological Application of Airborne LiDAR with 
Object-Based Vegetation Classification and 
Visualization Techniques at the Lowland Maya Site 
of Ceibal, Guatemala, Remote Sens., 9, 563

大阪市立大学では、日頃の研究 ・ 教育活動の中で培われた
最先端の知見をはじめ、大学のもつ人的 ・ 物的資源を地域
社会に提供し、社会の発展に寄与することを目標の一つとし
ています。ここでは、 理学研究科 ・ 理学部の取り組みのうち、
主なものを紹介します。

理学研究科・理学部の

地域への関わり

市大化学セミナー
（高校生のための市立大学先端科学研修）

高校生に化学の面白さを知ってもらうために、毎年夏休み期
間に開催しています。高校で習う化学の内容を、少しだけ高い
位置から眺めてみようというのがこのセミナーの趣旨です。
2016年は3つの受講コースに対して、のべ200名を超える参
加者がありました。また各コースの講演後、学術情報総合セン
ターおよび理学部学舎の見学会も開催しました。

オープンキャンパス
毎年8月上旬に2日間に亘ってオ

ープンキャンパスが実施されます。
市大を知りたい高校生が参加し、に
ぎやかな2日間となります。まず、
理学部全体の紹介、入試説明など
から始まり、次に、学科・理科選択
コースの個別の説明会が行われます。教育や研究内容、また、
学生生活の実態について大学生の生の声を聴くことができます。
午後の体験入学では、多彩な講義・実習が企画され、参加した
高校生から好評を得ています。2016年は、猛暑にもかかわら
ず、理学部説明会には2日間で2400名の参加がありました。
午後の体験入学では、のべ約600名の参加者が、12種類のテ
ーマの講義・実習を受講しました。

ひらめき☆ときめきサイエンス
科学研究費による研究成果を還元する企画で、「植物園の森

で環境教育プログラム体験」として、高校生が植物の観察など、
植物園のフィールドを活用した体験学習を行いました。

数学や理科の好きな高校生のための市大授業
毎年春に、大阪市立大学理学

部 の 数 学・物 理・化 学・生 物・
地球の各学科教員がそれぞれの
研究に関連した最先端の話題を
高校生向け授業として提供して
います。2016 年はのべ 700 名
近い参加者がありました。講義
内容はもとより、大学の施設を知り、雰囲気を味わってもらえ
る点も好評です。

市大理科セミナー
市大理科セミナーでは大阪府立の住吉・泉北・千里の各高

校を対象に、物理・化学・生物・地球の 4 学科がそれぞれ実
習を開講しています。2016 年は200 名を超える高校生が参
加しました。

スーパーサイエンスハイスクール（SSH）事業への協力
SSHとは文部科学省が科学技術や理科・数学教育を重点的

に行う高校の指定制度です。理学部ではSSH 校の課題研究な
どの取組に積極的な協力を行っています。2016 年度は、大阪
府立の高校や大阪市立の高校に対して、個別研究の指導や助
言、出張授業を行いました。SSH 生徒研究発表会には理学部
教員が講評者として参加しています。

出張授業、研究室見学など
近隣の高校への出張授業、また、高校生の研究室見学、模

擬授業等も数多く行っています。

教員免許状更新講習
最新の知識技能を身につけることで、教員が自信と誇り

を持って教壇に立ち、社会の尊敬と信頼を得ることを目的
として教員免許状更新講習を開設しています。理学部は選
択科目として、研究の最前線から様々な話題を提供してい
ます。

高等学校・大阪市立大学連携数学協議会
高等学校数学科教員と大阪市立大学数学科教員が交流

し、高校と大学の数学教育の現状・改善および数学研究の
動向に関して、情報交換と調査・研究を継続的に行う場を
設け、毎年シンポジウムを開催しています。

高大連携理化教育懇談会
高校の物理および化学の教員と市大理学部との交流をは

かるため、講演会と学生実験室の見学会が開催されました。

植物園企画
理学部附属植物園は、自然や環境について学ぶ機会を提

供しています。春の桜の観察会をはじめとして、季節ごとに
観察会を開催しました。小学生向け森のサマースクール、
市民講座など、植物園のフィールドを活用した様々な事業を
行っています。

全国同時七夕講演会
七夕の前後の週末などに、全国各地で同時に天文や宇宙

の講演会を実施するというイベントで、毎年、市立科学館
で開催されます。今年は、老若男女問わず幅広い年齢層の
方々にお集まりいただきました。

文化交流センター講座・近鉄文化サロン共催講座
最先端の研究から話題を選び、自然科学の面白さをわ

かりやすく伝える講座を幅広く開催しています。

高校生と

小・中・高の
先生方と 地域の皆様と
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D A T A
（1）組織／学生

学部
大学院

前期 後期
男性 女性 合計 * 男性 女性 合計 * 男性 女性 合計 *

1 年生 127
｛1｝

45
｛0｝

172
｛1｝

64
{0}

23
{1}

87
{1}

10
（1）〔1〕

3
（1）

13
（2）〔1〕

2 年生 151 50 201 76
（2）

21
（2）

97
（4）

12
{1}〔1〕【3】

6
（2）〔1〕

18
{1}（2）〔2〕【3】

3 年生 105 44 149 ー ー ー 21
（1）〔1〕【4】

2
【2】

23
（1）〔1〕【6】

4 年生 154
｛1｝

38
｛0｝

192
｛1｝ ー ー ー ー ー ー

合計 537
｛2｝

177
｛0｝

714
｛2｝

140
{0}（2）

44
{1}（2）

184
{1}（4）

43
{1}（2）〔3〕【7】

11
（3）〔1〕【2】

54
{1}（5）〔4〕【9】

＊｛　｝内は休学者数　(　) 内は外国人特別選抜による入学者　[　] 内は社会人特別選抜による入学者　【　】内は特別研究員　　※すべて内数

（2）組織／研究生・科目履修生
男性 女性 合計

研究生 2 1 3
履修科目生 6 1 7

（3）組織／教員
男性（人数） 女性（人数） 平均年齢 本学出身者（%）

教授 46 1 55 17
准教授 39 4 48 24
講師 13 0 41 15
助教 1 1 34 50

特任教員 22 2 45 －
博士研究員 33 （5） [0] 9 （4） [0] － －

2017 年 3 月 31 日現在数
（　）内は外国人数，[　] 内は日本人学術振興会特別研究員（PD）数

（4）教育／入学

学部
大学院

前期 後期
男性 女性 合計 * 男性 女性 合計 * 男性 女性 合計 *

入学定員 ー ー 148
[3]｛17｝ ー ー 92 ー ー 41

志願者数 616    
[4]｛43｝

241
（1）[2]｛27｝

857
（1）[6]｛70｝

98
（1）｛3｝

31
（1）

129
（2）｛3｝

8
（1）【1】

2
（1）

10
（2）【1】

入学者数 116
[1]｛10｝

36
[2]｛9｝

152
[3]｛19｝

61
｛3｝ 23 84

｛3｝
8

（1）【1】
2

（1）
10

（2）【1】
＊ (　) 内は外国人特別選抜　[　] 内は学部 3 年次編入学選抜数　｛　｝内は推薦特別選抜による人数　【　】は社会人特別選抜　　※すべて外数

（5）教育／在学・卒業

学部
大学院

前期 後期
入学料・授業料免除申請者数／採用者数 69 ／ 39 46/29 15/8
日本学生支援機構申請者数／採用者数 58 ／ 57 39/39 5/5
後期課程奨学奨励金申請者／採用者数 30/30
その他の奨学金採用者数 11 1 1
TA，RA 採用者数 0 80 23
卒業者数（学位授与数） 164 107 10
教員免許取得者数 36 22 0

（6）教育／卒業・進路
最終学年学生＋早期修了者の進路 学部 大学院

前期 後期
（最終学年学生＋早期修了者）数 * 192 110 23

（内）就職者数 60 88 8
（内）進学者数 92 13 0
（内）その他　 12 6 8

その他特記事項
（学生の受賞など）

理学研究科研究業績優秀賞；第 10 回大学院学生ワークショップ　Young Mathematician 賞（2 件）・Best Presentation 賞；日本化学会第６回 CSJ 化学フェ
スタ 2016 優秀ポスター賞（2 件）；第 55 回電子スピンサイエンス学会年会（SEST2016）優秀発表賞；OCUIC-2017 ポスター賞；Twelfth International 
Workshop on Supermolecular Nanoscience of Chemically Programmed Pigments (SNCPP16) ポスター賞； 2017 International Conference on 
Artificial Photosynthesis (ICARP2017) ポスター賞，学生発表賞；ビタミン学会第 68 回大会学生優秀発表賞；9th Asian Photochemistry Conference
ポスター賞；The 20th Osaka City University (OCU) International Symposium on International Conference on Molecular Spins and Quantum 
Technology ポスター賞；第 27 回基礎有機化学討論会ポスター賞；Optical Manipulation Conference The OMC Excellent Award；第 62 回高分子
研究発表会エクセレントポスター賞；第 89 回生化学会大会若手優秀発表賞；理学部化学科卒業研究発表会ベストプレゼンテーション賞；第 19 回日本光生
物学協会年会ポスター賞；日本マイコプラズマ学会第 43 回学術集会最優秀発表賞；大阪市立大学女性研究者奨励賞（岡村賞）；第 69 回日本細菌学会関西支
部総会・学術講演会若手研究者奨励賞（2 件）；第 54 回日本生物物理学会学生発表賞（2 件）； IGER International Symposium ポスター賞；大阪市立大学
大学院理学研究科 2016 年度研究業績優秀賞 ( 生物分野 )；第 8 回 OCARINA 国際シンポジウムポスター賞；第 34 回イーストワークショップポスター賞（大
学院生部門）；第 34 回イーストワークショップポスター賞（学部生部門）；第 64 回日本生態学会年次大会優秀ポスター賞（2 件）；日本動物行動学会第 35 回
大会ポスター発表優秀賞；日本比較生理生化学会第 38 回大会発表論文賞大会委員長賞；日本比較生理生化学会原富之賞（2016 年前期）；日本地球惑星科学
連合 2016 年大会学生優秀発表賞；日本地質学会第 123 回学術大会優秀ポスター賞； 2016 年度物理探査学会論文賞

*（最終学年学生＋早期修了者）数の定義は，学部・大学院前期は最終学年学生数

（7）研究／研究発表・受賞
数物系 物質分子系 生物地球系

日
本
語

著書（共著を含む） 4 5 6
原著論文 7 1 14

総説 13 9 2
研究発表（内招待講演） 228(61) 227(35) 224(14)

外
国
語

著書（共著を含む） 4 5 1
原著論文 125 68 79

総説 4 0 4
研究発表（内招待講演） 186(81) 160(35) 82(10)

特許（申請数／公開数） 2/0 6/1 0/0

受賞

井上慎，日本学術振興会，科学研究費助成事業審査委員表彰；中沢浩，錯体化学会，錯体化学会賞；神谷信夫 #，日本結晶学会，西川賞；手木芳男，電子スピ
ンサイエンス学会，電子スピンサイエンス学会賞；佐藤哲也，トムソンロイター，Highly Cited Researchers 2016；佐藤哲也，Wiley-VCH，The top 5% 
of reviewers for Angewandte Chemie；中島洋，日本学術振興会、特別研究員等審査会専門委員表彰；西岡孝訓・中島洋，日本化学会，BCSJ 賞；保野陽子，
第 58 回天然有機化合物討論会，奨励賞；山本悟 (PD)，第 49 回英国化学会 ESR グループ国際会議，JEOL 賞；和田清二，17th International Conference 
on Retinal Proteins，The EMBO poster prize；幸田正典，日本学術振興会，科学研究費助成事業審査委員表彰；奥平敬元，地学団体研究会，地球科学賞

# 複合先端研（理学研究科兼担）

（８）研究／代表的な業績
On special values of certain L-functions, II
( ある L 函数の特殊値について II)
American Journal of Mathematics 138, 1117–1166 (2016).
Classification of real Bott manifolds and acyclic digraphs
( 実ボット多様体と非輪状矢付グラフの分類 )
Transactions of the American Mathematical Society  369, 2987–3011 (2017).
The energy spectrum of cosmic rays above 1017.2 eV measured by the fluorescence detectors of the Telescope Array experiment in seven years
( テレスコープアレイ実験大気蛍光望遠鏡による７年間の観測から導かれた 10 の 17.2 乗電子ボルト以上の宇宙線のエネルギースペクトル )
Astroparticle Physics  80, 131-140 (2016).
Developments of supersymmetric gauge theory by matrices
( 行列模型による超対称ゲージ場の量子論の解明と進展 )
BUTSURI, the Physical Society of Japan  71, 607-616 (2016).
Total synthesis of the cytotoxic marine triterpenoid isodehydrothyrsiferol reveals partial enantiodivergency in the thyrsiferol family of natural products

（海洋産細胞毒性トリテルペノイド、イソデヒドロチルシフェロールの全合成が天然物チルシフェロール類の部分的エナンチオ発散性を明らかにする）
Angewandte Chemie International Edition  56, 3064–3068 (2017).
Tetrahedral cage complex with planar vertices: selective synthesis of Pt4L6 cage complexes involving hydrogen bonds driven by halide binding

（平面頂点構造を有する四面体かご状錯体：ハロゲン結合を駆動力とする水素結合を用いた Pt4L6 かご状錯体の選択的合成）
Chemical Communications, 52, 7205–7208 (2016).
Phenotypic screening of Arabidopsis T-DNA insertion lines for cell wall mechanical properties revealed ANTHOCYANINLESS2, a cell wall-related gene

（細胞壁物性を指標としたシロイヌナズナ T-DNA 挿入ラインの網羅的解析により ANTHOCYANINLESS2 が新規細胞壁関連遺伝子として同定された）
Journal of Plant Physiology  191, 29-35 (2016).
Cytoskeletal impairment during isoamyl alcohol-induced cell elongation in budding yeast

（出芽酵母におけるイソアミルアルコール誘導性細胞伸長時の細胞骨格障害）
Scientific Reports 6,31127 (2016).
Formation of diastereoisomeric piperazine-2,5-dione from DL-alanine in the presence of olivine and water

（カンラン石と水の存在かにおける DL-アラニンからのジアステレオ異性体ピペラジン -2,5- ジオンの形成）
Origins of Life and Evolution of Biospheres  47, 83-92 (2016).
Disappearance and alteration process of charcoal fragments in cumulative soils studied using Raman spectroscopy

（ラマンスペクトルから見た累積土壌中の微粒炭の消失・変質過程）
Geoderma  285, 164-172 (2017).



Entrance & Education Course
Faculty of Science and Graduate School of Science
入学から卒業そして大学院へ

27 28

数　学　科

物理学科

化  学  科

生物学科

地球学科

数 物 系 専 攻

物質分子系専攻

生物地球系専攻

数 物 系 専 攻

物質分子系専攻

生物地球系専攻

　
　

成績優秀者は３年次に大学院を受験することができます。

成績優秀者は前期博士課程の在学期間（標準２年）を
１年短縮することができます。

詳しくは学生サポートセンター理学部・理学研究科教務担当までお問い合わせください。　TEL06-6605-2504

入　学

入学・進学

修了・博士（理学）

1年生

2年生

1年生

2年生

3年生

1年生

2年生

3年生

4年生

理

　学

　部

大
学
院 

前
期
博
士
課
程

大
学
院 

後
期
博
士
課
程

理科選択で入学した学生は１年次終了時に学科を選択する。

飛 び 級

理科選択

年限短縮

年限短縮 成績優秀者は後期博士課程の在学期間（標準３年）を
１・２年短縮することができます。

博士論文

修士論文

入試

入試

入試

入試

修了・修士（理学）

入　学

卒業・学士（理学）

特別選抜　 外国人留学生　　社会人
一般選抜　

特別選抜　　推薦　 外国人留学生（10月入学制度あり）　社会人（物質分子系のみ）

10月入学制度あり

一般選抜　

特別選抜　　　推薦（数学科を除く）　私費外国人留学生
一般選抜　　前期日程

後期日程 大学入試センター試験　　第２次試験

前期日程の募集では、「理科選択」も志望学科の一つとして選択できます。
「理科選択」とは１年次終了時に物理学、化学、生物学、地球学科の４学科の中から希望する学科を
自由に選択することができる制度です。

特別選抜　　編入学　（化学科のみ）

D A T A
（9）研究／外部資金　平成 28 年度 大学院理学研究科

採択数（新規 + 継続） 研究費総額 （千円）（直接経費）
科学研究費（代表） 95 281,337

科学研究費（分担 *） 36 59,025
その他の公的研究費 23 131,844

民間財団等研究助成金 5 6,467
民間企業等受託研究費 10 32,465

日本学術振興会特別研究員奨励費 ** 15 12,229
その他 18 11,122

年間 1 千万円を超えるもの

日本学術振興会（大仁田義裕，荻尾彰一 2 件，常定芳基，神田展行，田越秀行，神谷信夫，坪井泰之，寺北明久，
宮田真人 2 件）；科学技術振興機構（さきがけ：小柳光正，ACT-C 先導的物質変換領域：佐藤哲也），NEDO （グ
リーン・サスティナブルケミカルプロセス基盤技術開発：中沢浩，エネルギー・環境新技術先導プログラム：
佐藤哲也），ヒューマン・フロンティア・サイエンス・プログラム（寺北明久），ナショナルバイオリソース
プロジェクト（中村太郎）

* 他研究機関から分担金をうけたもの
** 特別研究員奨励費（外国人）を含む

（10）社会貢献／一般向け 
産学連繋事業 ULVAC（希釈冷凍機の開発）；JTEKT（熱音響冷却システムの研究）；JST マッチングプランナープログラム；バイオ産業研究会 2016（大

阪市立工業研究所との連携）

生涯教育事業

全国同時七夕講演会（大阪市立科学館）；大阪市立大学文化交流センター公開講座；ナレッジキャピタル超学校；日本分析化学会近畿支部
主催の 2016 年度「ぶんせき講習会」（発展編）講師；スマートフォンアプリケーション「動く生き物大事典」・「運動マシナリービデオアー
カイブ」制作・公開・維持；京都産業大学・総合生命科学部シンポジウム；近鉄文化サロン大阪市立大学連携講座 2 件；大阪市博物館協会・
大阪市立大学包括連携協定企画「生きている化石「メタセコイア」－化石発見 75 周年・生存発見 70 周年－」（記念講演会、現地化石見学会、
植物園観察会）；植物園観察会（サクラ、熱帯植物、水生植物、ウメ）；森のサマースクール；植物園特別展示「私たちが住んでいる地域の
絶滅危惧植物」；植物園市民講座「植物園から始める自然エネルギー」「生活習慣病予防効果のあるトロピカル植物」；ナラ枯れ研究会；かた
の環境講座；大阪府高齢者大学講義「都市と森の共生をめざす」；森の教室；夜間特別開園「夜咲き熱帯スイレンの観察」；きさいちセミナー

「ベトナムのツバキ紹介」；コミュニティ防災教室（住之江・住吉・西成区）；西成プレーパーク事業；自然かんさつ会（きしわだ自然資料館・
大阪市立自然史博物館等主催）；大阪市立自然史博物館特別行事「標本の名前を調べよう＆達人による標本トーク」；東住吉区防災リーダー
研修「東住吉区小野災害リスク」；住之江区南港地区災害対応訓練事前学習防災まち歩き；住吉区苅田小学校・校区住民防災出前授業と防
災訓練 ；堺市御池台地区防災まち歩き、災害対応訓練 ；堺市美原区防災リーダー研修；大分県立先哲史料館特別講座「南海トラフと大分
－豊後水道・別府湾・周防灘－」

高大連携事業

大阪市立大学オープンキャンパス；数学や理科の好きな高等学校生のための市大授業；高等学校・大阪市立大学連携数学協議会；夢ナビ
講義ライブ ; 大学コンソーシアム大阪「学び」フェア；第 9 回宇宙（天文）を学べる大学合同進学説明会（大阪市立科学館）；高等学校化学グ
ランドコンテスト；市大理科セミナー；大阪市立大学化学セミナー／先端科学研修；中学生サマーセミナー「冷やす！」；高等学校化学グ
ランドコンテストにかかる研究指導（奈良県立桜井高等学校、和歌山信愛中学校・高等学校）；高等学校化学グランドコンテスト出場校に
対するラボツアー（群馬工業高等専門学校、奈良県立桜井高等学校）；第 11 回女子中高生のための関西科学塾；第 11 回　大阪の大学　
学びフェア；市民と高等学校生のための国際講演会；中学生職場体験学習；ひらめき☆ときめきサイエンス「森の植物園で森を知ろう」；
博学連携行事「自然科学のセンス オブ・ワンダー」；博学連携行事「自然科学の問を探そう」；大阪教育大学附属高等学校平野校舎 SGH 防
災テーマ指導；矢田東小学校防災講演「住吉区周辺の水害リスクを考える」；SSH 指定校に対する講義，研究指導，講評など（大阪府立大
手前高等学校，大阪市立東高等学校，大阪府立高津高等学校，大阪府立三国丘高等学校，大阪府立住吉高等学校，大阪府立泉北高等学校）； 
出前授業（奈良県立郡山高等学校，大阪府立高津高等学校，兵庫県立西宮高等学校，東海大学附属仰星高等学校，大阪市立住吉中学校，大
阪市立瓜破西中学校，宮城県立気仙沼高等学校，開智中学校・高等学校）；研究室見学（大阪府立三国丘高等学校，大阪府立高津高等学校，
大阪市立高等学校）

（11）社会貢献／学会関連
数物系 物質分子系 生物地球系

国内シンポジウム・学会などの開催数 18 3 7
国際シンポジウムの開催数 26 10 4

（12）国際交流
数物系 物質分子系 生物地球系

外国人研究者の受け入れ人数（1 ヶ月以上） 8 5 2
外国人研究者の受け入れ人数（1 ヶ月以内） 72 30 23

（13）学内プロジェクト（戦略的研究）
理学研究科の採択件数（全体の件数）

重点研究 1（4）
基盤研究 6（18）
若手研究 4（12）



理学部

地球学科の卒業生は『測量士補』・『技術士補』の資格登録をすることができます。

中学校・高等学校教諭１種免許状（数学）

中学校・高等学校教諭１種免許状（理科）

数　学　科

物 理 学 科

化　学　科

生 物 学 科

地 球 学 科

理学研究科前期博士課程
中学校・高等学校教諭専修免許状（数学）数物系専攻

（数学分野）

数物系専攻
（物理学分野）

物質分子系専攻

生物地球系専攻

中学校・高等学校教諭専修免許状（理科）

数物系
（91 名）

物質分子系
（103 名）

生物地球系
（113 名）

■理学部卒業生の進路状況（2014 － 2016 年度）

■理学研究科前期博士課程修了者の進路状況（2014 － 2016 年度）

■理学研究科前期博士課程修了者の進路先一覧（2014 － 2016 年度）■理学部卒業生の進路先一覧（2014 － 2016 年度）

14％

84％

14％

85％

14％6％

80％

14％

83％

・大阪入国管理局
・大阪税関
・近畿地方整備局
・堺市消防局
・奈良県庁
・京都市役所
・大阪市役所
・堺市役所
・大津市役所
・広島市役所
・河南町役場
・大阪府教育委員会
・滋賀県教育委員会
・奈良県教育委員会
・兵庫県教育委員会
・福井県教育委員会
・神奈川県教育委員会
・堺市教育委員会
・白頭学院建国高等学校
・智辯学園中学校・高等学校
・城南学園中学校・高等学校
・明徳学園京都成章高等学校
・樟蔭高等学校
・追手門学院中・高等学校
・浪速高等学校
・伊勢学園高等学校
・和歌山信愛中学校・高等学校
・城南学園高等学校

・文部科学省
・奈良県庁
・神戸市役所
・大阪府教育委員会
・奈良県教育委員会
・和歌山県教育委員会
・滋賀県教育委員会
・大阪市教育委員会
・大阪桐蔭中学校・高等学校
・愛徳学園中学校・高等学校
・雲雀ヶ丘学園中学校・高等学校

1％2％

3％

全専攻
（307 名）

（485 名）

（95 名）

（78 名）

53%
42%

（111 名）

23%

75%

71%

27%

（58 名）

28%

65%

7%
（143 名）

18%

79% 32%

65%

3％3％2％6%

2％

29 30

・コルモ
・リグア
・京セラコミュニケーションシステム
・ジェイ・ビー・クラフト
・かんぽ生命保険
・三井住友銀行
・日本郵便
・花王カスタマーマーケティング
・アートコーポレーション
・リョービシステムサービス
・日本電産
・オービック
・マルヤス
・キステム
・アスコット
・パナソニックデバイスシステムテクノ

数学科

・ＴＯＮＥ
・住友電設
・ＪＦＥ商事
・ディスコ
・パナソニック
・ニチゾウテック
・野村證券
・本州四国連絡高速道路
・リコー電子デバイス
・沖縄電力
・堺ディスプレイプロダクト
・青木松風庵
・オーエスピー
・富士通
・京都銀行
・富士ソフト
・和伸工業

物理学科

・有田水産
・日本水産
・住友生命保険
・富士通ミッションクリ

ティカルシステムズ
・日本ハム
・サントリー食品イン

ターナショナル
・関西進学塾
・旭製粉
・エス・ティー・ワー

ルド
・東芝
・高圧ガス工業
・ＵＳＥＮ

・パナソニック
・オービック
・りそな銀行
・インテリジェンス
・レオクラン
・芦森工業
・三菱東京ＵＦＪ銀行
・ソニー
・クリロン化成
・十全化学

化学科
・ウェザーニューズ
・前田建設工業
・南都銀行
・ジェーシービー
・国際航業
・レジェンド・アプリケーションズ
・テイクアンドギヴ・ニーズ
・小野薬品工業
・オービック
・なか卯
・帝人フロンティア
・京都リビング新聞社
・日建技術コンサルタント
・永大産業
・きちり
・パナソニック
・Ｍｉｐｏｘ
・ダイヤコンサルタント
・ニトリ
・日立ハイテクノロジーズ
・京都新聞社
・富士通アドバンストエンジニアリング
・リゾートトラスト
・イトーヨーカ堂
・ダイワボウ情報システム
・デンソーＩＴソリューションズ
・アーク・ジオ・サポート
・三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券

地球学科

・日本アイ・ビー・エ
ム・サービス　

・ＩＳＯ総合研究所
・アイカ工業
・三菱東京ＵＦＪ銀行
・池田泉州銀行
・トッパン・フォームズ
・カゴメ
・永大産業
・花王
・日本食品分析センター
・クラギ
・みずほフィナンシャ

ルグループ
・三井住友銀行
・ウィル
・阪急阪神百貨店
・アパホテル
・片山化学工業研究所

・科研製薬
・岩谷産業
・生活の木

生物学科

・菱友システムズ
・三菱電機マイコン機器

ソフトウエア
・日本精工
・住友化学システムサービス
・東芝
・住友ゴム工業
・富士通テン
・アステック
・ＮＥＣソリューションイ

ノベータ          
・ジェイテクト
・アイダエンジニアリング
・ＴＩＳ
・パナソニック
・岩谷産業
・富国生命保険
・タイガー魔法瓶
・三和ハイドロテック
・日本モレックス
・ＮＴＮ
・富士通フロンテック
・京進
・中央コンピューター
・京セラドキュメントソ

リューションズ
・ダイキン工業
・ＮＴＴビジネスソリュー

ションズ
・エー・アンド・デイ
・さなる九州
・浜松ホトニクス
・トヨタ自動車
・アウトソーシング
・オージス総研
・三井住友信託銀行
・三社電機製作所
・たる出版
・中央エンジニアリング
・日工
・ミュートス
・有人宇宙システム

・日鉄住金テックスエンジ
・島津製作所
・三菱電機
・ＭＨＩエアロスペースシ

ステムズ
・サイレックス・テクノロジー
・東洋ゴム工業
・ガスリー
・ダイハツ工業
・ローム
・三菱ＵＦＪ信託銀行
・りそなホールディングス
・紀陽銀行
・ブリヂストン
・ＮＴＴデータ・アイ
・フューチャーアーキテクト
・三井住友カード
・テクノプロ
・ＴＩＳソリューションリ

ンク
・富士通エフ・アイ・ピー
・南大阪電子計算センター
・アドバンスクリエイト

数物系
・剤盛堂薬品
・多木化学
・メタローテクノロジー

ズジャパン         
・アセンド
・トヨタ自動車
・阪本薬品工業
・神島化学工業
・エア・ウォーター
・和光純薬工業
・アサヒホールディングス
・和歌山県農協電算センター
・日産化学工業
・住化カラー
・三洋化成工業
・トラスト・テック
・住友ゴム工業
・日本ペイントホール

ディングス
・伯東
・京都薬品工業
・共和
・パソナテック
・ユニチカ
・ソフトバンクモバイル
・富山化学工業
・ジュラロン工業
・東ソー
・住友精化
・ＪＳＲ
・日本触媒
・パックプラス
・東レ
・ナガセケムテックス
・藤本化学製品
・住化分析センター
・サカタインクス
・住江織物
・シャープ
・中野製薬
・第一稀元素化学工業
・大日本印刷

・ピカソ美化学研究所
・ハリマ化成グループ
・石原産業
・東洋ケミテック
・ナード研究所
・ＪＮＣ
・四国化成工業
・小林製薬
・豊田合成
・クオルテック
・呉竹
・本州化学工業
・東洋インキＳＣホール

ディングス
・岩谷瓦斯
・カネカ
・山陽特殊製鋼
・三ツ星ベルト
・ＮＳＣ
・エヌ・イーケムキャット
・パナソニック
・三和澱粉工業
・フドー
・小糸製作所
・ダイゾー
・日東電工

・成基
・福光精機
・大阪瓦斯
・カネカ
・沢井製薬
・ＮＳＣ
・ＥＮＥＯＳグローブ
・小糸製作所
・呉竹
・パナソニックインフォ

メーションシステムズ
・ＡＣメディカル
・ベネッセコーポレーション
・農林水産消費安全技

術センター
・ＮＴＴドコモ
・リニカル
・ピアス
・オージス総研
・アース製薬
・積水化学工業
・建設技術研究所
・キーエンスソフトウェア
・スターネット
・アルフレッサファーマ
・ダイヤコンサルタント
・労働者健康福祉機構
・全星薬品工業
・ＴＫｓｔｙｌｅ．
・応用地質
・日本農薬
・日建技術コンサルタント
・日本ハム食品
・アース環境サービス
・ソントンホールディングス
・パシフィックコンサルタンツ
・サラダコスモ
・三和化学研究所
・マイクロニクス
・三菱自動車工業
・大日本明治製糖
・日本農産工業

・オリンパス
・環境設計
・リボン食品
・昭和産業
・伊藤ハム
・藤本食品
・Ｔ＆Ｄ情報システム
・ＯＡＴアグリオ
・花王プロフェッショナ

ル・サービス
・シー・シェルコーポレー

ション
・小野薬品工業
・花王
・マンダム
・国際航業
・オーケー器材
・中央開発
・林一二
・エヌエス環境
・参天製薬
・日本食品分析センター
・パスコ
・ＳＣＳＫ
・富士通エフ・アイ・ピー
・凸版印刷
・ユニー
・モロゾフ
・ユニ・チャーム
・サラヤ
・医学生物学研究所
・コベルコシステム
・プレック研究所
・中島大祥堂
・ＯＧＣＴＳ
・建設技研インターナ

ショナル
・フジパングループ本社
・ソントン食品工業
・関電システムソリュー

ションズ
・和光純薬工業

物質分子系 生物地球系
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メタセコイア
　天に向かってまっすぐ伸びるメタセコイア。
約100万年前に気候変動により絶滅したと
考えられていた。本理学部故三木茂博士が、
植物遺体（化石）から常緑樹ではなく落葉樹
であると見抜き、メタセコイアと命名。その
後、生きているメタセコイアが中国四川省で
発見されてアメリカに渡り、1950年にアメ
リカより、本学が事務局となっていたメタセ
コイア保存会に苗木百本が贈られた。その
内1本が理学部附属植物園に植えられた。

大阪市立大学大学院
理学研究科・理学部
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杉本キャンパス

  〒576-0004  大阪府交野市私市2000　Tel.072-891-2059
 JR学研都市線（東西線）「河内磐船」駅下車徒歩約20分
京阪本線「枚方市」駅のりかえ、京阪交野線「私市」駅下車徒歩約5分

 JR阪和線「杉本町（大阪市立大学前）」駅より東へ徒歩約５分
地下鉄御堂筋線「あびこ」駅下車４番出口より南西へ徒歩約15分

附属植物園

至新神戸　To Shin-Kobe

至神戸　To Kobe 至京都 To Kyoto

至京都

To Kyoto

枚方市
Hirakata-shi

河内磐船
Kawachi-Iwafune

私市
Kisaichi

JR 新幹線

JR 学研都市線（東西線）
Gakken-Toshi Line

JR 山陽本線
Sanyo Line

JR 大阪環状線
Osaka Loop Line

杉本町
（大阪市立大学前）

Sugimoto-cho

JR 阪和線
Hanwa Line

日根野
Hineno

あびこ
Abiko

鶴橋
Tsuruhashi天王寺

Tennoji

地下鉄（御堂筋線）
Subway Midosuji Line

 新大阪
Shin-Osaka

京橋
Kyobashi

京阪本線
Keihan Line

     大阪
Osaka

関西国際空港
Kansai International

Airport

阿倍野キャンパス
Abeno Campus

杉本キャンパス
Sugimoto Campus

附属植物園
Botanical Garden
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